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住民ボランティア活動
住みよい地域づくりを進める活動をご紹介します

職員給与の状況
役場職員の給与状況をお知らせします

ＴＯＰＩＣ

保険証等の更新について
被保険者証・医療費受給者証の更新をおしらせします
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ボランティア

６
月
６
月
1212
日
・
日
・
1313
日
に
か
け
て
、
各
行
政
区
と

日
に
か
け
て
、
各
行
政
区
と

占
冠
村
商
工
会
女
性
部
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を

占
冠
村
商
工
会
女
性
部
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を

得
て
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

得
て
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
北
海
道
開
発
局
旭
川
開
発
建

こ
の
事
業
は
、
北
海
道
開
発
局
旭
川
開
発
建

設
部
富
良
野
道
路
事
務
所
の
支
援
を
得
て
取
り

設
部
富
良
野
道
路
事
務
所
の
支
援
を
得
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

組
ん
で
い
ま
す
。

国
道
沿
い
の
花
壇
は
、
赤
や
黄
色
の
た
く
さ

国
道
沿
い
の
花
壇
は
、
赤
や
黄
色
の
た
く
さ

ん
の
花
々
で
彩
ら
れ
ま
し
た
。

ん
の
花
々
で
彩
ら
れ
ま
し
た
。

住民ボランティアの協力で住みよい地域へ住民ボランティアの協力で住みよい地域へ

５
月
５
月
3030
日
・
６
月
５
日
、
ト
マ
ム
地
区
の
ボ

日
・
６
月
５
日
、
ト
マ
ム
地
区
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
上
ト
マ
ム

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
上
ト
マ
ム

の
交
差
点
に
あ
る
花
壇
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

の
交
差
点
に
あ
る
花
壇
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ト
マ
ム
学
校
の
児
童
生
徒
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

た
。
ト
マ
ム
学
校
の
児
童
生
徒
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
の
み
な
さ
ん
で
、
花
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ア
会
員
の
み
な
さ
ん
で
、
花
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
ト
マ
ム
を
訪
れ
る
人
た

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
ト
マ
ム
を
訪
れ
る
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
花
壇
に
な
り
ま

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
花
壇
に
な
り
ま

し
た
。

し
た
。

５
月
５
月
2929
日
・
６
月

日
・
６
月
1212
日
、
宮
下
地
区
の
ボ
ラ

日
、
宮
下
地
区
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
公
園
や
集
会

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
公
園
や
集
会

所
な
ど
の
草
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

所
な
ど
の
草
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

会
員
が
参
加
し
、
公
園
内
の
刈
ら
れ
た
草
は
き

会
員
が
参
加
し
、
公
園
内
の
刈
ら
れ
た
草
は
き

れ
い
に
集
め
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
気
持
ち
よ

れ
い
に
集
め
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
気
持
ち
よ

く
遊
べ
る
公
園
に
な
り
ま
し
た
。

く
遊
べ
る
公
園
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

こ
う
い
っ
た
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
の
協
力
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
に
と
っ
て
住
み

ん
の
協
力
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
に
と
っ
て
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
い
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

占
冠
村
で
は
「
占
冠
村
む
ら
び
と
条
例
」
の

占
冠
村
で
は
「
占
冠
村
む
ら
び
と
条
例
」
の

中
で
、
「
協
働
の
む
ら
づ
く
り
」「
お
互
い
に
助

中
で
、
「
協
働
の
む
ら
づ
く
り
」「
お
互
い
に
助

け
合
う
地
域
社
会
」
の
実
現
を
掲
げ
、
こ
う
い

け
合
う
地
域
社
会
」
の
実
現
を
掲
げ
、
こ
う
い

っ
た
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

っ
た
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
す
。

問問
企
画
商
工
課
企
画
担
当

企
画
商
工
課
企
画
担
当

☎
（
５
６
）
２
１
２
４　

☎
（
５
６
）
２
１
２
４　
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防災・選挙職員給与・職員募集

占
冠
村
職
員

占
冠
村
職
員

給
与
の
状
況

給
与
の
状
況

人
事
行
政
の
公
平
性
と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
「
占
冠
村
人

事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、

職
員
の
給
与
の
状
況
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
総
務
課
職
員
厚
生
担
当　

☎
（
５
６
）
２
１
２
１

職員給与費の状況（単位：万円）

年度
職員数
（Ａ）

給与費 一人あたり
給与費
（Ｂ/Ａ）給料 期末 ・勤勉手当 諸手当 計 （Ｂ）

令和２年度 62人 24,334 9,784 4,221 38,339 618

令和３年度 61人 23,971 9,450 4,117 37,538 615

※職員数は令和３年度当初予算ベースの人数です（特別職を含む）。

職員平均給料月額と平均年齢状況
（令和３年４月１日現在）

区分 平均給料額 平均年齢

一般行政職 313,498円 39.7歳

初任給と採用２年経過の給与月額
（令和３年４月１日現在）

区分 初任給 採用２年経過
給与月額

一 般
行政職

大学
卒業 182,200円 195,500円

高校
卒業 150,600円 158,900円

等級別職員数の状況（令和３年４月１日現在）

区分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な職務
課長
主幹

課長
主幹

主幹
係長 ・主査

係長
主査 ・主任 主事

主事
事務補 －

職員数 20人 14人 ４人 ４人 ９人 ８人 59人

構成比 33.9％ 23.7％ 6.8％ 6.8％ 15.2％ 13.6％ 100％

職員手当の状況

退職手当 自己都合 定年 通勤手当 片道通勤距離２km超
の者で、交通機関等
利用

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

勤続30年 36.105月分 42.4125月分

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度 49.59月分 49.59月分

期末・勤勉
手当

期末 勤勉 計 住宅手当 借家で、12,000円を
超える家賃を支払っ
ている職員

６月期 1.275月分 0.95月分 2.225月分

12月期 1.275月分 0.95月分 2.225月分

計 2.55月分 1.9月分 4.45月分

扶養手当 配偶者 6,500円

子 6,500円（22歳までは10,000円）

父母等 6,500円

特定期間
の加算 5,000円

令
和
4
年
度

上
川
管
内
町
村
等
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

占
冠
村
採
用
予
定
人
数

専
門
職

保
育
士

　
　
若
干
名

保
健
師

　
　
若
干
名

社
会
福
祉
士

　
１
人

受
付
期
間

令
和
３
年
７
月
１
日
（
木
）
か
ら

令
和
３
年
８
月
６
日
（
金
）
ま
で

※
土
日
・
祝
日
は
除
く
。

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
。

受
付
場
所

総
務
課
職
員
厚
生
担
当

上
川
町
村
会
事
務
局

筆
記
試
験
日

令
和
３
年
９
月
19
日
（
日
）

筆
記
試
験
合
格
発
表

令
和
３
年
10
月
８
日
（
金
）

※
合
格
者
は
後
日
、
面
接
試
験
の

日
程
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

筆
記
試
験
会
場

旭
川
市
と
き
わ
市
民
ホ
ー
ル

（
旭
川
市
５
条
通
４
丁
目
）

勤
労
者
福
祉
会
館

（
旭
川
市
６
条
通
４
丁
目
）

試
験
説
明
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
本
年
度
は
開
催
し

ま
せ
ん
。問

総
務
課
職
員
厚
生
担
当

☎
（
５
６
）
２
１
２
１

任
期
満
了
に
伴
う
占
冠
村
長

選
挙
及
び
占
冠
村
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
日
程
に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
５
日
任
期
満
了
に
伴
う
占
冠
村
長
選

挙
及
び
公
職
選
挙
法
第
１
１
３
条
第
３
項
第
３
号
の
規

定
に
基
づ
く
占
冠
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
次
の
日
程

で
執
行
し
ま
す
。

■
選
挙
期
日

■
選
挙
期
日

令
和
３
年
８
月

令
和
３
年
８
月
2929
日
（
日
）

日
（
日
）

■
告
示
の
日

■
告
示
の
日

令
和
３
年
８
月

令
和
３
年
８
月
2424
日
（
火
）

日
（
火
）

■
占
冠
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙

■
占
冠
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙

の
選
挙
す
べ
き
人
数　

１
人

の
選
挙
す
べ
き
人
数　

１
人

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

令
和
３
年
７
月

令
和
３
年
７
月
2626
日
（
月
）

日
（
月
）

占冠村選挙管理委員会からのお知らせ

問問
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

占
冠
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

占
冠
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
（
５
６
）
２
１
２
１

☎
（
５
６
）
２
１
２
１

村
で
は
、
災
害
時
に
発
生
す
る

大
量
の
災
害
廃
棄
物
や
し
尿
等
の

処
理
、
運
搬
等
に
つ
い
て
、
村
民

の
皆
様
の
生
活
環
境
の
保
全
と
公

衆
衛
生
の
確
保
を
図
る
観
点
か

ら
、
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
村
内
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
許
可
業
者
、
し
尿
等

の
収
集
運
搬
許
可
業
者
と
協
定
を

締
結
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
平
時
か
ら
情
報
共
有
、

体
制
強
化
を
図
り
、
災
害
発
生
時

に
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

「
災
害
時
に
お
け
る

廃
棄
物
処
理
等
に
関
す
る
協
定
」

協
定
先
：
富
良
野
地
区
清
掃
事
業
協
同
組
合

ア
ー
ト
ク
リ
ー
ン
有
限
会
社

富
桑
工
業
株
式
会
社

北
清
ふ
ら
の
株
式
会
社

株
式
会
社
カ
ン
キ
ョ
ウ

「
災
害
時
に
お
け
る

し
尿
等
の
収
集
運
搬
に
関
す
る
協
定
」

協
定
先
：
株
式
会
社
ふ
ら
の
衛
生
社

株
式
会
社
西
塚
清
掃
社

「災害時における廃棄物処理等に関する協定」「災害時における廃棄物処理等に関する協定」
「災害時における「災害時における

し尿等の収集運搬に関する協定」し尿等の収集運搬に関する協定」
を締結しましたを締結しました

問
総
務
課
総
防
災
担
当

☎
（
５
６
）
２
１
２
１
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村のできごと

６月８日に占冠中央小学校の授業の一環として、

学校菜園に野菜の苗を植えました。

学校支援ボランティア「世話焼き隊」のみなさん

が苗の植え方などを指導してくれました。低学年から

高学年まで、自分の手で苗を植え、収穫の日までお世

話をします。

どんな野菜ができるか楽しみです。

占冠村を二次審査会場として行われる予定だった

「第７回山菜料理コンクール」ですが、新型コロナウ

イルス感染症の影響により中止となりました。最優秀

賞・優秀賞の選考は行わず、一次審査（書類選考）の

上位８作品のレシピが実行委員会のホームページで紹

介されています。

なお、７月中に「第７回山菜料理コンクールレシ

ピ集」（小冊子）が発行される予定です。過去のレシ

ピ集もホームページに掲載されていますので、ぜひご

覧ください。

６月８日に占冠中学校の授業の一環として、陶芸

体験が行われました。

作品づくりをサポートしてくれたのは「陶芸サー

クル陶芸窯」のみなさんです。自分で作りたいモノ

の絵を描いて挑みましたが「理想のカタチにするの

は難しい」と悩みながら土と格闘していました。

さて、焼き上がりは上手くいったでしょうか？

村のできごと

山菜料理コンクールホームページ

野菜の苗を植えました

陶芸作品作りに挑戦

ちょっと、コレ見て！

http://www.center-green.or.jp/

asahikawa/contest/index.html

問山菜料理コンクール実行委員会

事務局：（一財）日本森林林業振興会旭川支部

☎0166 （61） 1092

問企画商工課商工観光担当

☎ （56） 2124

パイナップルの花
ハウスで育ったパイナップルに花がつきました。

「パイナップルの花はめずらしいみたい」と情報

をいただきました。（字占冠　中村裕子さん）

これが花（紫）これが花（紫）
※HPのカラー版もご覧ください※HPのカラー版もご覧ください

2021 年製メープルシロップの販売が始まりました。

道の駅や村内商店で購入できます。村内限定販売用の

ミニボトルもありますので、ぜひご賞味ください。

問（一社）占冠村木質バイオマス生産組合

☎ （56） 7282

メープルシロップできました

山菜料理コンクール上位作品発表

2021年7月号2021年7月号
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後期高齢・国保医療国保税・国民年金

問
住
民
課
後
期
高
齢
者

医
療
担
当

☎
（
５
６
）
２
１
２
２

問
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

〒
０
６
０
ー
０
０
６
２

札
幌
市
中
央
区
南
２

条
西
14
丁
目 

国
保

会
館
６
階

☎
０
１
１
（
２
９
０
）

５
６
０
１

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

下
が
っ
た
場
合
に
、
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
の
方
法
な
ど
、
詳

細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日本年金機構
https://www.nenkin .
go.jp/
service/kokunen/menjo/
0430.html

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
に
つ
い
て

１
対
象
と
な
る
方

以
下
の
２
点
を
い
ず
れ
も

満
た
し
た
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

①
令
和
２
年
２
月
以
降
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
こ
と
。

②
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所

得
等
の
状
況
か
ら
見
て
、

当
年
中
の
所
得
の
見
込
み

が
、
現
行
の
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
等
に
該
当
す

る
水
準
に
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
。

※
令
和
２
年
２
月
分
以
降
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

の
対
象
で
す
。

２
手
続
き
方
法

申
請
に
必
要
な
書
類
は
以

下
の
２
つ
と
な
り
ま
す
。
郵

送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
書

②
所
得
の
申
立
書

①
及
び
②
の
書
類
は
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

年
金
事
務
所
、
ま
た
は
住

民
課
戸
籍
担
当
窓
口
に
も
備

え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
書

類
が
必
要
な
方
は
窓
口
に
そ

の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
り
郵

送
で
申
請
さ
れ
る
方
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

写
し
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

問
住
民
課
戸
籍
担
当

☎
（
５
６
）
２
１
２
３

2021年7月号

保
険
証
の
一
斉
更
新
に
つ
い
て

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

（
水
色
→
黄
緑
色
）

現
在
ご
使
用
の
水
色
の
保

険
証
は
、
８
月
以
降
は
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
「
黄

緑
色
」
の
保
険
証
を
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

○
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
令
和
４
年
７
月
31

日
で
す
。

○
紛
失
し
た
と
き
や
、
汚
れ

た
と
き
は
再
交
付
し
ま
す

の
で
、
住
民
課
後
期
高
齢

者
医
療
担
当
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）

限
度
証
（
限
度
額
適
用
認
定
証
）

が
新
し
く
な
り
ま
す
（
黄
色
→
だ
い
だ
い
色
）

現
在
ご
使
用
の
黄
色
の
減

額
認
定
証
及
び
限
度
証
は
、

８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

引
き
続
き
該
当
す
る
方

は
、
７
月
中
に
減
額
認
定
証

及
び
限
度
証
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
８
月
１
日
か
ら
は「
だ

い
だ
い
色
」
の
減
額
認
定
証

及
び
限
度
証
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

新
た
に
必
要
と
な
る
方

は
、
上
記
表
の
要
件
を
ご
確

認
の
上
、
住
民
課
後
期
高
齢

者
医
療
担
当
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
有
効
期
間
は
保
険
証
と
同

じ
く
１
年
間
で
す
。

現役並み
Ⅲ

住民税課税所得が690万円以上の被保
険者と、その方と同一世帯にいる被保
険者の方

現役並み
Ⅱ

現役並みⅢに該当せず、住民税課税所
得が380万円以上の被保険者と、その
方と同一世帯にいる被保険者の方

現役並み
Ⅰ

現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担
の方と、その方と同一世帯にいる被保
険者の方

区分Ⅱ ○世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該
当しない方

区分Ⅰ

世帯全員が住民税非課税である方のうち、
次のいずれかに該当する方

○世帯全員の所得が０円の方
・公的年金収入のみの場合、その受給

額が80万円以下の方
・給与所得がある場合、その金額から

10万円を控除

○老齢福祉年金を受給されている方

◆減額認定証の交付対象
～区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

◆限度証の交付対象
～現役並みⅠまたは現役並みⅡに該当する方

後
期
高
齢
者
医
療

「
国
民
健
康
被
保
険
者
証
」

「
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
者
証
」

「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
」

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
」

は
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者

証
、
各
種
医
療
費
受
給
者
証

証
、
各
種
医
療
費
受
給
者
証

は
８
月
以
降
使
用
で
き
な
く

は
８
月
以
降
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
７
月
中
に

対
象
者
に
は
、
７
月
中
に

郵
送
等
で
受
給
者
証
を
お
送

郵
送
等
で
受
給
者
証
を
お
送

り
し
ま
す
。

り
し
ま
す
。

問問
住
民
課
国
保
医
療
担
当　

住
民
課
国
保
医
療
担
当　

☎☎
（
５
６
）
２
１
２
２

（
５
６
）
２
１
２
２

国
民
健
康
被
保
険

子
育
て
支
援
医
療

重
度
心
身
障
害
者
医
療

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

７
月
中
旬
に
、
国
民
健
康

保
険
加
入
者
が
い
る
世
帯
主

に
対
し
て
、
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
税
は
、
令
和
２
年
中
の
所

得
の
申
告
を
も
と
に
算
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
税
率
】

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世

帯
主
に
課
税
さ
れ
、
医
療
・

後
期
・
介
護
に
区
分
さ
れ
ま

す
。
課
税
さ
れ
る
対
象
は
、

所
得
や
資
産
・
加
入
人
数
等

で
、
表
①
の
税
率
に
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
お
い
て

は
、
税
率
・
課
税
限
度
額
と

も
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【表①】◆税率等

課税区分 医療分 後期分 介護分

所得割 5.5％ 2.1％ 1.3％

資産割 38.0％ 15.0％ 10.0％

均等割
（被保険者）

17,000円 6,500円 6,500円

平等割
（世帯割）

20,000円 11,200円 5,200円

課税限度額 63万円 19万円 17万円

【表②】◆軽減判定基準額

区分 令和２年度 令和３年度

７割軽減 33万円以下
43万円以下
＋10万円×（給与所得者の数－１）

５割軽減 33万円＋（28万5千円×
被保険者数）以下

43万円＋（28万5千円×被保険者数）
＋10万円×（給与所得者数の数－１）以下

２割軽減 33万円＋（52万円×被
保険者数）以下

43万円＋（52万円×被保険者数）
＋10万円×（給与所得者数の数－１）以下

業
収
入
、
不
動
産
収
入
、

山
林
収
入
又
は
給
与
収
入

（
以
下
「
事
業
収
入
等
」

と
い
う
。
）
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
世
帯

▼
具
体
的
な
要
件

次
の
①
～
③
全
て
に
該
当

す
る
こ
と
。

①
事
業
収
入
等
の
い
ず
れ
か

が
、
令
和
２
年
に
比
べ
て

10
分
の
３
以
上
減
少
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

②
令
和
２
年
の
所
得
金
額
が

１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。

③
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
業

収
入
等
以
外
の
令
和
２
年

の
所
得
の
合
計
が
４
０
０

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

詳
し
く
は
、
総
務
課
税
務

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課
税
務
担
当

☎
（
５
６
）
２
１
２
１

生
計
維
持
者
が
死
亡
、
ま

た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ

た
世
帯

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

主
た
る
生
計
維
持
者
の
事

【
税
の
軽
減
】

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯

で
は
、
均
等
割
と
平
等
割
の

金
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、
表
②
の

と
お
り
判
定
基
準
額
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
減
免
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
次
の

要
件
を
満
た
す
方
は
、
減
免

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
主
た
る
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生涯学習野生動物・駐在所

野生動物対策の状況 問農林課林業振興室

　野生鳥獣専門員

☎ （56） 2174 生涯学習の 窓 教育・文化・スポーツの
ホットな情報をお届けします。

早寝早起き朝ごはんで
輝く未来へ

♪もう　いくつ寝ると
　夏休み♪

子
供
だ
け
で
な
く
大
人
の

皆
様
も
「
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
」
を
実
践
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
、
連
休

は
生
活
習
慣
の
リ
ズ
ム
が
乱

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
睡
眠

な
ど
の
生
活
習
慣
に
関
す
る

科
学
的
な
研
究
成
果
の
中
か

ら
、
気
を
つ
け
る
べ
き
生
活

習
慣
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会

前
、
テ
ス
ト
前
や
受
験
を
控

え
て
い
る
人
も
参
考
に
し
て

み
て
下
さ
い
。

６月広報の折込みにて、 上ト
マムの農地での頻出個体につい
てお知らせしました （右図）。 当
件はその後、 追い払いで忌避学
習の効果が得られず、 当該個体
を捕獲して終息しました。 まだ
若いメスでした。 接近を受けて

問教育委員会社会教育担当　☎ （56） 2183

こちら駐在所です 問占冠駐在所　☎（56） 2110　

つくろうよ　事故ない未来を　ぼくたちで
「夏の交通安全運動」 が実施されます！

交通安全運動は、 道民一人ひとりが交通安全を自らのこととして

捉え、 交通ルールの遵守や思いやりのある交通マナーの実践によ

って、 交通事故防止を図ることを目的としています。

いた農家さんも、 可能な限り
穏便な解消を願われていたの
ですが、 改めて人慣れ個体へ
の対応の難しさが浮き彫りに
なりました。

今回のような “人の生活圏
で自然物を食べて暮らす若い
メス “という事例がここ数年、
相次いでいます。 彼女らから
共通して感じられるのは、 人を
恐れないおおらかさだけではなく、 むしろ森林を恐
れ、 人里に活路を求めるかのような執着です。 どの
ような事情によるのか、 仮説は様々ありますが、 未
だ確証はありません。

こうしたヒグマの習性は、 人との関わりを含めた
地域、 年代ごとの環境や暮らしを反映したものであ

り、 個体差もあります。 過去に見
出された習性が、 いまも将来も同
じとは限りません。 村の現在のヒ
グマをよく観察し、 彼らの認知や
行動の全体について、 理解を深め
るよう努力していきたいと思いま
す。

6月15日現在、 双珠別とニニウ
で人里への接近があり、 警戒中で
す。 最新情報は折込み資料にて。

１
朝
は
日
光
を
浴
び
、
朝
食
を

と
り
ま
し
ょ
う
！

朝
、
太
陽
の
光
を
浴
び
る
と

体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、

心
を
穏
や
か
に
保
つ
働
き
の
あ

る
神
経
伝
達
物
質
「
セ
ロ
ト
ニ

ン
」
の
活
動
を
高
め
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
朝
食
も
、
体
の
リ
ズ
ム

を
整
え
、
脳
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

補
給
し
、
日
中
の
勉
強
、
仕
事

の
効
率
を
高
め
ま
す
。

２
早
寝
早
起
き
で
必
要
な
睡
眠
時

間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
！

自
分
が
必
要
な
睡
眠
時
間
を

し
っ
か
り
確
保
し
、
十
分
な
レ

ム
睡
眠
と
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
で
脳

と
身
体
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

夜
に
光
を
た
く
さ
ん
浴
び
る

と
「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」
と
い
う
細

胞
を
守
る
ホ
ル
モ
ン
を
出
し
に

く
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

３
寝
る
前
は
デ
ジ
タ
ル
機
器

（
ス
マ
ホ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）

の
利
用
を
控
え
ま
し
ょ
う
！

寝
る
直
前
に
デ
ジ
タ
ル
機
器

の
発
す
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を
浴

び
る
と
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
が

夜
型
化
し
、
睡
眠
の
質
が
低
下

し
ま
す
。

４
適
度
な
運
動
を
習
慣
づ
け
ま

し
ょ
う
！

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
適

度
な
運
動
が
良
い
睡
眠
に
つ
な

が
り
ま
す
。
掃
除
、
洗
濯
、
料

理
な
ど
の
家
事
も
立
派
な
運
動

で
す
。

５
湯
船
に
つ
か
り
ま
し
ょ
う
！

「
温
度
」「
浮
力
」「
水
圧
」
な
ど

が
血
行
を
良
く
し
、
多
く
の
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。
寝
る
直
前

に
熱
い
お
風
呂
で
身
体
を
温
め

す
ぎ
る
と
眠
り
に
く
く
な
り
ま

す
。
寝
る
３
、
４
時
間
前
に
入

る
か
、
寝
る
直
前
の
場
合
は
ぬ

る
ま
湯
に
つ
か
り
ま
し
ょ
う
。

６
平
日
と
休
日
の
睡
眠
リ
ズ
ム

を
ず
ら
し
す
ぎ
な
い

人
は
睡
眠
不
足
に
な
っ
て

も
、
睡
眠
を
溜
め
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
平
日
と
休
日
で
起

床
時
刻
や
就
寝
時
刻
が
大
き
く

（
２
時
間
以
上
）
ず
れ
な
い
よ

う
に
し
て
、
体
内
時
計
の
リ
ズ

ム
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
で
体

内
時
計
の
リ
ズ
ム
を
保
つ
こ
と

に
よ
り
、
自
分
自
身
の
力
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
心
や
身
体
も
ベ
ス
ト
な
状

態
に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
豆
知
識
◆

人
の
生
体
リ
ズ
ム
は

25
時
間

人
の
生
体
リ
ズ
ム

は
お
お
よ
そ
25
時
間

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
球
の
周
期
24
時

間
に
合
わ
せ
る
の
に

朝
の
日
光
が
必
要
で

す
。
明
る
さ
の
変
化
が

な
い
場
所
で
寝
起
き

し
て
い
る
と
生
体
リ

ズ
ム
と
地
球
の
周
期

が
だ
ん
だ
ん
ず
れ
て

い
き
ま
す
。

朝
、
日
光
を
感
じ
る

こ
と
で
25
時
間
の
生

体
リ
ズ
ム
は
24
時
間

に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
逆

に
夜
に
浴
び
る
光
に

は
こ
の
ず
れ
を
大
き

く
し
て
し
ま
う
働
き

が
あ
り
ま
す
。

７月13日 （火） から22日 （木） の10日間
７月13日は飲酒運転根絶の日

運動重点

・ 飲酒運転の根絶

・バイク ・自転車の交通事故防止

・スピードダウンと全席シートベルト着用

・子どもと高齢者の交通事故防止

夏季における交通事故防止のポイント

７月は暑さや長距離運転等による疲労から注意力が散漫とな

り、 居眠り運転による正面衝突事故や車両単独事故が増加す

る傾向にあります。

・ 交通ルールを守り、 スピードの出し過ぎ、 無理な追い越し

等は絶対にやめましょう。

・ 車に乗ったら、 すべての座席でシートベルトを正しく締めま

しょう。

・ 暑さや疲れによる集中力の低下に十分注意し、 眠気を感じ

たら直ちに休憩を取りましょう。 また、 長時間運転をする際

は、 おおむね２時間おきに休憩しましょう。

農作物被害の時期を迎えますが、 肝心の捕獲は５
月１頭、 ６月前半はゼロと低調です。

エゾシカ

アライグマ

ヒグマ

６月は換毛期です。 古い冬
毛が抜け落ちる下から鮮やか
な橙色の夏毛。 『鹿の子模様』
がおしゃれです。

５月の終わり頃から出産が
始まっているらしく、 小さな
子ジカも見かけるようになり
ました。 母ジカの周りを無駄に飛び跳ねて遊ぶ姿は、
何とも愛くるしいものです。 なお、 子ジカは生まれ
る前から夏毛が備わっています。 一番草の収穫が６
月の半ばから始まっており、 食害の影響がいかほど

か、 気になるとこ
ろです。 捕獲を継
続して実施してお
り、 ５月は前年を
しのぐ79頭。 ６
月も順調に進んで
います （左図）。

換毛中の若いオスジカ(双珠別)

広報6月折込み資料より抜粋

上トマム地区の捕獲個体
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占冠村の放射線量の状況（６月分）
測定日　令和３年６月８日

【単位：マイクロシーベルト毎時】
測定場所 測定時間 天候 測定値

中央小学校グランド 11時50分 曇 0.034 
双民館グランド 11時21分 曇 0.049 
占冠地域交流館グランド 9時57分 晴 0.049 
占冠保育所グランド 11時44分 晴 0.043 
トマム学校グランド 10時27分 曇 0.040 
トマム保育所グランド 10時34分 曇 0.043 

※北海道の空間放射線率モニタリング結果（上川総合振興局
0.021～0.098）と比較して平常レベルと判断されます。

「北海道の空間放射線率モニタリング結果」は、下記のホー
ムページで公開されています。

『環境放射線測定結果【北海道立衛生研究所】』
http://www.iph.pref.hokkaido.jp
　　　　　　　　　　問　総務課総務担当　☎　（56）2121

村営住宅等入居者募集のご案内■入居資格
　次の条件を満たす方が申し込むことができます。
　●占冠村にお住まいの方、村外から移住される方
　●月収が15万8000円以下の方

（例えば、給与収入者で扶養家族がある場合、源泉
徴収票の給与所得控除後の金額から同居扶養控除 
等の金額を引き、残りの額を12ヶ月で割った金額 
が15万8000円以下の方）

※敷金の納入が必要です。
※連帯保証人が２人必要です。
　（入居者と同等以上の収入のある方。）

■家賃　�　　　　入居される世帯の収入等に応じて決
　　　　定されます。

■入居可能日　　概ね８月２日（月）
■入居決定　�　　入居者選考委員会の審査によります。
■申込受付場所　建設課建築担当・トマム支所
■お問い合わせ　建設課建築担当　☎ 　（56）2172

運転免許更新時講習会

違反講習（２時間）

　◎７月21日（水）　13時～
初回講習（２時間）

　◎７月９ 日（金）　13時～
一般講習（１時間）

　◎７月５ 日（月）　14時～
　◎７月16日（金）　14時～
優良講習（30分）

　◎７月５ 日（月）　13時～
　◎７月16日（金）　13時～

会場：富良野地域人材開発センター
　　　富良野市西麻町1番1号

※受講前に更新手続きを終えてください。
※新型コロナウイルス感染防止のため、

人数制限を実施しています。日にちに
余裕を持った更新手続きをお願いしま
す。

募集団地 受付期限７月15日（木）

●中央地区　   ７戸

　○中央団地　１ＬＤＫ　１戸　２ＬＤＫ　３戸

　　　　　　　３ＬＤＫ　１戸

　○第２千歳団地※　	４ＬＤＫ　２戸

●トマム地区　２戸

○トマム団地　　　３ＬＤＫ　１戸　

○第２トマム団地　３ＬＤＫ　１戸　

※第２千歳団地は所得基準が異なります。詳細は建設課

建築担当へお問い合わせください。

生活・仕事相談会を開催します
日 時　７月28日（水） ①10時00分～10時50分

②11時00分～11時50分

場 所　占冠村役場内

申 込　７月27日（火）午後３時まで

電話、FAX、メールで予約してください。

相談料　無料

問自立相談支援事業所「かみかわ生活あんしんセンター」

☎0166（38）8800　ＦＡＸ0166（33）0021

メール　anshin@kamikawa19.hokkaido.jp

予定納税が必要な方には、６月中旬に税務署から

「令和３年分所得税及び復興特別所得税の予定納税

額の通知書」が送付されておりますので、納税をお

忘れのないようお願いします。

納 期 限　令和３年８月２日（月）まで

振替納付日　令和３年８月２日（月）

※指定の金融機関の預貯金口座より引き落とし

なお、現況による申告納税見積額が予定納税基準

額に満たないと見込まれる場合は、７月15日（木）

までに「予定納税額の減額申請書」を所轄税務署に

提出することができます。

問富良野税務署総務課　☎0167（22）2144

自動音声案内で「２」を選択してください。

所得税及び復興特別所得税の予
定納税（第１期分）

夏休み中に樹木の押し葉標本づくりに挑戦してみ

ませんか？標本の作成方法に加え、植物標本の意義

や樹木を観察するときのポイントなどもオンライン

でご紹介します。詳しくは下記ホームページをご覧

ください。

参加費　無料

対 象　小学生の親子

定 員　抽選20組

Ｈ Ｐ　http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/hokuen/

申込み　上記アドレスからお申し込みください。

締 切　７月15日（木）

※申込者には追って詳細をご連絡します。

問東京大学北海道演習林　☎0167（42）2111内線12

植物標本を作ってみよう

「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、

犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生

について理解を深め、それぞれの立場において力を

合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域

社会を築くための全国的な運動です。

【運動の組織】

中央推進委員会

旭川地方推進委員会（旭川保護観察所長）

占冠村実施委員会（市町村単位により活動推進）

【地域の取組】

実施委員会は村保護司会が中

心になり啓発活動を取り組み

ます。

〇啓発用ポスター、リーフレット配布

⇒各小中学校・事業所訪問

〇イベント会場における啓発活動（のぼり旗掲揚）

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域の力

問福祉子育て支援課社会福祉担当　☎（56）2125

７月は“社会を明るくする
運動”の強化月間です金婚式を迎えられるご夫妻へ

金婚式を迎えられるご夫妻を対象に記念品を贈呈

させていただきます。

昭和47年中に婚姻届けを提出され、今年で結婚50

年目を迎えられるご夫妻はご連絡ください。

なお、婚姻情報は個人情報にあたるため、対象者

ご自身からの申告を受け、村において婚姻事実の確

認を行った上で、該当すると認められるご夫妻に対

し贈呈させていただきます。

●対象となるご夫妻は、準備の都合上７月16日

（金）までに来庁又はお電話により下記担当

までお申し出ください。

≪本籍地が村内のご夫妻≫

同意書を提出いただいた上で、担当にて婚姻情報

の調査をさせていただきます。

≪本籍地が村外のご夫妻≫

戸籍筆頭者の戸籍抄本（写し可）を提出いただき

ます。

問福祉子育て支援課社会福祉担当　☎（56）2125

令和３年第１回
富良野広域連合議会臨時会報告

令和３年第１回富良野広域連合議会臨時会が６月

４日に開催されました。

本臨時会では、議案３件（補正予算１件、人事案

１件、財産の取得１件）が原案のとおり可決された

ほか、欠員となっていた副議長の選挙、及び常任委

員会委員などの補充選任が行われました。

教育委員会委員、中野守氏（中富良野町教育委員

会委員）の辞職に伴い、後任に姉崎俊浩氏（中富良

野町教育委員会委員）が任命されました。

※副議長の選挙の結果

寺岡　祐子（中富良野町）

※常任委員会委員の補充選任

総務産業委員会委員　安東　義彦、冨樫　幹夫

文教環境委員会委員　寺岡　祐子

※議会運営委員会委員の補充選任

副委員長　安東　義彦

可決された案件は、次のとおりです。

○議案第１号

令和３年度富良野広域連合一般会計補正予算

歳入歳出それぞれ17,550千円を追加

《歳入》市町村負担金17,550千円増

《歳出》消防費（常備消防費）369千円増

（消防施設費）17,165千円増

公債費 16千円増

○議案第２号

富良野広域連合教育委員会委員の任命について

姉崎　俊浩氏の任命に同意

（中富良野町教育委員会委員）

○議案第３号

財産の取得について

富良野消防署（水槽付消防ポンプ自動車の取得）

お悔やみ申し上げますお悔やみ申し上げます
中央（本通）　長谷川　耿聰さん（85歳）

６月３日ご逝去

（ご承諾いただいた方を掲載させて頂いています）
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消防・学校 保健師だより

地域とともに
令和３年度も、かねてから検討を重ね、進めてまいりました占冠

中央小と占冠中学校の小中一貫連携事業がスタートしています。現

在は小学校と中学校の乗り入れ授業を中心に連携を展開しています。

「乗り入れ」とは、それぞれの学校の教諭が互いの学校へ赴き、指導

を行うことを言います。

中学校から小学校へ乗り入れるメリットとしては、教科担任制で

ある中学校の専門性を活かすことであり、児童にとっては学ぶ楽し

さを味わうことができる機会となります。また、小学校教諭が中学

校で教えることでは、アクティブラーニングの視点で、体験的に学

ぶ手法を学習に意図的に散りばめ、分かる授業、知る喜び、紐解く

面白さを存分に味わわせる学習づくりが期待できます。これにより、

中一ギャップといわれる小中接続の課題緩和をねらうとともに、小

中９年間の学びの積み上げを図ります。

現在は、小学校から中１英語、中学校から５・６年外国語、６年算数、

６年理科、３・４年体育をそれぞれ週２時間程度の乗り入れを実施

しており、子どもたちだけでなく、教職員の意識改革にもつながっ

ています。

この場でお伝えしております小中９年間の児童生徒の目指す姿の

実現に向けて、より綿密で、滑らかな連携の在り方を追究していき

たいと考えています。

コミュニティ・スクール情報
～占冠中央小学校～

問　占冠村教育委員会　☎　（56） 2182

小中一貫をめざす

ホームタンクの点検を！！ホームタンクの点検を！！

No.393纏
まとい

消 防 瓦 版

近年、ホームタンクの老朽化、地震、落雪等の影響により家庭や事業所に設置されているホームタンクか

ら油漏れ事故が発生しています。油漏れ事故が起きると、火災発生の危険性が増えるだけでなく、水質・土

壌汚染を引き起こし、農作物や魚類などにも被害を及ぼす可能性があります。また、事故処理にかかる費用

は、全て原因者が負担することになり、数十万から数百万円と高額になる場合があります。

日頃からホームタンクの点検を行い、事故を未然に防ぎましょう！

救急出場状況
（５月分）

交通　　　　１件（　０人）
労働災害　　１件（　１人）
一般負傷　　１件（　１人）
急病　　　　２件（　２人）

５月計      ５件（　４人）
累計　　　５１件（４７人）
※（　）内は搬送人員

問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署　☎　（56） 2119

火災・救急・救助　119

【点検のポイント】

①タンク本体に破損や変形等がないか

②ストレーナーにひび割れや漏れがないか

③配管ににじみや漏れがないか

④脚部に破損、変形、傾き等がないか

⑤燃料ゲージの急な減少がないか

※タンク周辺や地面から

灯油のにおいはしないか

地域包括ケアシステム
「自分らしい暮らしを最後まで」

問住民課保健予防担当　

☎ （56） 2122
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支
援
・
介

護
予
防
の
基
盤
整
備
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
、
日
常
生
活
の
支
え
あ
い

活
動
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
づ
く
り
を
関
係

者
間
と
連
携
し
な
が
ら
地
域

づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

<

役
割>

①
社
会
資
源
を
適
切
に
把
握

し
、
地
域
の
住
民
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
新
し
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と
育
成

地
域
に
お
け
る
社
会
資

源
を
見
直
し
、
地
域
に
住

む
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
発
掘
ま
た
は
開
発
、

新
し
い
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
や
人
材
育
成
を

行
い
ま
す
。

②
地
域
に
お
け
る
新
し
い
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

村
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
地
縁
組
織
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
民
間
企
業
、
協
同

組
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
関
係
機
関
の
連
携
や

体
制
づ
く
り
の
役
割
を
担

い
、
新
し
い
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
ま

す
。

③
地
域
に
お
い
て
の
支
援
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
と
取
り
組

み
の
マ
ッ
チ
ン
グ

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

て
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ

し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
発
掘
し
て

適
切
な
事
業
所
や
関
係
機

関
に
つ
な
げ
ま
す
。

〇
こ
ん
な
と
き
に
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い

・
高
齢
者
が
買
い
も
の
に
困

っ
て
い
る
。

・
地
域
に
み
ん
な
で
集
ま
る

場
が
ほ
し
い
。

・
足
腰
が
痛
く
て
ゴ
ミ
出
し

に
苦
労
し
て
い
る
。

・
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
た
い
。　
　

な
ど

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
は
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま

い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
の
５
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ

せ
て
、
高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
え
よ
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
相
談
窓
口

占
冠
村
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

子
育
て
支
援
課
）

☎
（
５
６
）
２
０
２
２
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占冠村ではホームページを開設しています。アドレスhttps://www.vill.shimukappu.lg.jp

広報しむかっぷは、震災復興型
カーボンオフセット用紙を使用
し、CO2削減事業ならびに東北
経済復興を応援しています。

占冠村公式HP

観戦チケット電子申請ページ

中　央 占　冠 双珠別 トマム 出　生 死　亡 転　入 転　出
662人 86人 45人 443人 0人 0人 15人 10人

人口 男 女 世帯数
1,236人（5） 618人（3） 618人（2） 772（3）
  《うち外国人の人数　159人（-5）》　

■人口・世帯数（５月末住民基本台帳登録数）

　各行事等で広報に掲載するための取材及び写真撮影
をさせていただいています。もし写真などで広報への
掲載にご承諾いただけない場合は、その場でお申し出

いただくか広報統計担当までご連絡ください。

　問　企画商工課広報統計担当　☎　（56）2124

広報からのお知らせ

北海道日本ハムファイターズ応援大使
観戦チケットのご案内

■対 象 座 席：Ａ指定席※塁側の指定はできません。

■チケット代：１人あたり2,700円 （応援大使特別価格）

■募 集 対 象：占冠村に住所を有し在住している方

※球場までの移動及び駐車場等の手配は各自でお願いいたします。

※４歳以上は入場券が必要となります。

４歳未満でも座席が必要な場合はお申込みください。

■申 込 方 法：占冠村企画商工課企画担当まで電話、または電子申請にてお申し込みください。

【電子申請】

次のＵＲＬまたはＱＲコードにアクセスしてお申込みください。

https://www.harp.lg.jp/94LAFjDc

■受 付 期 間：2021年７月１日 （木） から７月14日 （水） まで

※応募多数の場合は抽選となる場合もあります。

■その他：

・新型コロナウイルスの感染状況により、実施内容の変更または中止になる場合がございます。

・移動手段（宿泊含む）の手配及び費用、駐車場代は各自のご負担となります。

・招待観戦チケットの権利をほかの方へお譲りすることはできません。

・紛失、盗難、お忘れ等チケットに関して生じたトラブルについては、その後の責任は負いかねますので、

あらかじめご了承願います。

・会場内でファウルボールや折れたバット等により負傷された場合、応急処置は行われますが、主催者・球

場管理者に帰責事由がある場合を除き、その後の責任は負いかねるとのことですので、あらかじめご了承

願います。

・占冠村民であることを確認させていただくことがありますのでご協力願います。

北海道日本ハムファイターズより2020年 「北海道179市町村応援大使」 事

業に参加した市町村住民を対象とした観戦チケットのご案内がありました。 観戦

を希望される方は下記をご確認のうえご応募ください。

問企画商工課企画担当　☎ （56） 2124

■対象試合

試合日 試合開始(予定) 対戦相手 場所 募集人数

10月９日 （土） 14時00分 vs.千葉ロッテ 札幌ドーム 40人

vs.vs.
千葉ロッテ千葉ロッテ

北海道日本ハムファイターズ北海道日本ハムファイターズ
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